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　河内長野の良い所は、自然豊かな景色を楽しめるところです。

　春は桜並木の桜の花びらが舞い上がる感じが好きです。だけど、周りは山でも１本の桜が山に咲いている景色も好きです。理由は、二つあります。一つ目は、日当たりと風通しが良く土地が肥えていて作物がよく育つ場所に咲くそうです。そのため山に咲いている桜は珍しいのでよりきれいに見えるからです。二つ目は、山の中に１本の桜が咲いている姿はたくましく華やかに咲いていると感じたからです。
　初夏には私の家の近くの川に、輝くホタルが飛んでいます。ホタルは川がきれいな場所にいるそうです。そんな景色を見ると、ほっとする気持ちになります。そのころになると田植えが始まります。私は登校中に見られる田んぼの風景が好きです。理由は都会では見れないたくさんの太陽の光を浴び生き生きとした稲の風景があるからです。青々とした田んぼの景色を見ると私まで元気をもらえます。

　秋になると稲が黄金色に染まります。九月になると田んぼのあぜ道に彼岸花が咲きます。真っ赤な彼岸花は秋を感じさせてくれます。

そして、稲刈りをするときれいだった景色がなくなり少しさみしい気持ちになってしまいます。だけど収穫したばかりのお米はつやがあり、ふっくらとしておいしいです。

　私はこの田んぼの景色が好きなのでずっと見ていたいです。そのために、将来的には自動化した田植え機やドローンで高齢者でも米作りがやりやすい環境を作るのも１つですが私が今、出来ることとしては米作りのお手伝いをすることだと思います。

　身近な事でも河内長野のすばらしい景色を守れると思います。この先もずっとこの景色を見たいです。


